
 理事会報告書                                       

１．概要 

 第 4 回 理事会  

日 時 令和 3 年 7 月 9 日  18:30～21:05 

場 所 Web 会議 

出席者 

理事大山盛樹、井手伸二、山下潤一郎、小泉徹児、小無田彰仁、重松康志、浦川純二、 

大石勝規、志岐浩二、小柳 傑、笹原順哉、飯野朋彦、田中拓郎、池田章子 

監事平野英三、柿田謙三、大木田治夫 

書記大月雅之、狩浦圭介 

事務局：坂井孝行、野原 尉 

その他：岡 一（規約審議委員会委員長）、石丸将久（選挙管理委員会委員長） 

２．理事会議題と決定事項 

（１）審議事項 
 １）役員選挙スケジュールとWeb選挙の導入について 

選挙スケジュールの確認と Web 選挙導入について。スケジュールは例年通りで令和 4 年 1 月 11 日公
示、立候補受付開始、1 月 28 日受付終了。役員定数 理事 15 名、監事 3 名を超えると投票。1 月 31
日告示で選挙期間開始、2 月 7日選挙期間終了、2月 14日投票開始、2月 25 日投票終了、2 月 28 日開
票、3 月 1 日選挙結果告示。スケジュールについて審議の結果、提案通り可決された。Web 選挙は i-
vote の使用を検討。ID とパスワードが必要で会員に知らせる必要あり、投票となった場合に業者へ依
頼する。i-vote は次年度から協会の管理システムと連携するため、会員データを県で準備する必要がな
くなる。費用は会員 1 名につき 100 円で計 22 万円程度。その他含めて 40 万円程かかる。アドレス未
登録の会員 179 名に対し、圧着はがきを使えばプラス 18 万円かかる。はがきに保護シールを貼る形で
あれば安価。紙の投票用紙を使った場合は計587,000円程度だが、その場合は人を集める必要があり、
感染リスクも考えると難しそう。Web 選挙を行うためには選挙規程の文言を変える必要あるが、改廃
は総会での承認が必要。Web も導入する方向で情報収集、準備を進める。本議案の審議は持ち越しと
なった。 

２）規程整備の件「臨時職員就業規則」について 
パート職員の就業規則を作り替えた。労働条件通知書に肉付けした形。第 4 章 16 条、休暇について、
労働条件通知書には記載があったが、昨年整備したものに準じる形。退職金は支給せず、功績が顕著
なときは功労金を支給するとあった。第 6 章、罰則は就業規則をそのまま使っている。第 25 条の社会
保険、第 27 条の災害補償、第 30 条の無期労働契約について変更。内容について社労士に確認するこ
とになり、本議案の審議は持ち越しとなった。 

３）法人用クレジットカード作成について 
   Zoom の契約料支払いに関して、クレジットカードか電子決済での支払いだが、昨年契約を急いだため

大石理事の個人名義をお借りした。9 月に契約更新があり、今後も使用するので法人としてのクレジッ
トカードを検討。公用車の ETC カードも併せて持ちたい。｢三井ビジネスカード｣を検討。代表者が変
わった時の手続きや上限額を確認し、法人カードを作成する。契約については笹原理事から三役に挙
げ、決定後理事会で報告。審議の結果、提案通り可決された。 

４）令和 4 年度県学会の企画について 
  2022 年 6 月開催を予定。今まで地区持ち回りで開催してきたが、今後も Web 開催が考えられること

から再検討が必要。Web 開催であれば初めての試みとなるので、機器の購入、開催日数の短縮なども
検討が必要。1 日開催とすれば融通は利かせやすくなる。順番通りであれば次は島原、島嶼部となる
が、会場が豊富な長崎地区からのスタートとし、学会長選定については会からお願いする形とする。
審議の結果、提案通り可決された。 

５）資料保存班業務手順の運用開始について 
   資料保存班の具体的な運用手順をまとめた。学術研修会を保存するが、運営で動画を作成し、学術資

料班に送り、それをNASサーバーに保存する作業となる。申し込みがあればYoutubeの限定配信にア
ップして URL を知らせ、2、3 週間後に削除する流れ。Youtube アカウントは協会広報用を使用し、
事業担当の河野班長に連絡する。保存は NPTA の NAS サーバーを利用。研修会以外の動画も保存す
る。資料保存期間は永年。決議の上はホームページ、一斉メール等にて周知する。以上について審議
の結果、提案通り可決された。 

 ６）九州学会での協会所有の Zoom ウェビナーの使用について 
   九州学会の方で、座長の予演、Web 機器の確認、トラブル対処などを目的に協会所有のウェビナーを

使用したい。8 月前半～9 月 24 日頃まで、平日に他研修会と被らないよう注意。座長の予行演習とし
てアルカス佐世保に来ていただくことも検討。座長で余裕ある方は座長補佐役やタイムキーパー役、
演者役等も経験していただく。協会ホームページのリモート会議スケジュール確認表も活用。審議の
結果、提案通り可決された。 

 ７）新入会承認について 



   入会 5 名、休会 3 名、退会と復会は 0 名。審議の結果、提案通り可決された。 
 ８）九州ブロック会長会議（07/16）提出議題について 
   九州ブロック会長会議にて本協会から議案を挙げたい。1、演題の取り扱いとサポートに係る提案、

2、今後の九州理学療法士学術大会の演題作成に係る各県士会でのサポート窓口創設の提案、3、購入
機器の事業終了後の所有の可否と所有許可する場合の機器種別とその金額の設定について、以上 3 点
を長崎県の総意として出したい。また、リジェクト案件について、対応できる県があれば確認する。
審議の結果、提案通り可決された。 

（２）報告事項 
１）ぴーかんてらす 13 号について 

   昨年度はぴーかん特別号としてリーフレットで対応。今年度は通常通りのボリュームで2回発行予定。 
２）スポーツ理学療法推進研修会について 

   6 月 19 日にスポーツ理学療法推進研修会をオンラインで実施。マニュアルの内容や実際の内容を踏ま
えたもの。予算は資料参照。内容について、すごく良かったという意見が多かったが、今後実技を踏
まえた中級編、上級編を望む声もあった。下半期にはオリンピック活動にも触れる内容で開催した
い。 

 ３）令和 3 年度 第 1 回協会指定管理者研修会について 
6 月 26 日土曜日に第 1 回協会指定管理者研修会を開催。研修会は、井手副会長の管理者部門の仕事に
ついての講演と大山会長の各都道府県に至る士会組織化の方向性と管理者の協力体制。第二部は長崎
地区部長の平野先生の講義とグループワークを行った。スプレッドシートやブレイクアウトルームを
活用し、立体的な研修会が開催できた。参加者は 33名。アンケートの結果は好評。12月に第 2回を予
定。 

 ４）令和 3 年度高総体サッカー競技 メディカルサポート活動について 
   高校サッカー選手権、高総体のメディカルサポートを行った。コロナ禍で会場が分散、4 会場で行われ

ているためスタッフは例年5、6名のところ14名。マニュアル周知の効果か、多くの参加者があった。
50試合中 30試合に対応したが、対応件数は 5件と少なかった。コロナ禍による活動制限のため、持ち
込み障害が少なかったことが考えられる。会場が分散し、会場までの交通費や人員確保を考えると、
予算的に切迫しているような状況。 

 ５）県中総体のメディカルサポートについて 
   6 月末に長崎中体連から事務局に急遽、依頼があり対応した件。5 競技の県大会に対し 7 名のスタッフ

派遣依頼。経験ある先生方で尚且つ、上長の許可が取れていることを条件に 7 名を選出。1 人 1 日につ
き 1 万円が謝金として出ているが、一旦中体連から事務局、財務の方に振り込んでいただき、協会の
内規に準じて支払う対応とする。 

 ６）九州中学校卓球競技大会のサポート活動について 
   県中体連からの依頼で、佐世保で行われる 3 日間の卓球競技に対して延べ 3 名の人員を選出。中総体

と同じ対応となる。 
 ７）NPTA 杯 小学生ソフトボール大会について 
   小学生ソフトボールが 8 月 29 日開催されるコロナ禍や熱中症対策を考慮し、体育館も借りている。開

会式・閉会式は簡素化して行う予定。 
８）令和 3 年度 保健福祉部 産業保健研修会について 

   保健福祉部の研修会で関連職種と共に研修を行う事業。9 月 4 日 10 時から 17 時 10 分で山崎先生と池
田理事から講演をいただく。受講者の上限は 500 名。 

９）九州学会進捗状況報告 
   事前参加登録は 7 月 1 日より開始。昨日の段階で約 30 名の参加登録あり。来年度、再来年度の開催県

への引継ぎ式の日時は検討中。Web 環境について 8 月 8 日、10 月 10、11 日に現場での実践やシュミ
ュレーションを行う。10月 10、11日はアルカス佐世保で最終シミュレーション、リハーサルを行う。
座長シュミュレーションを 10 日間ほど行う。座長予演会は 8 月の盆過ぎから 9 月の中旬にかけて行う
予定。また、座長説明会を 8 月初旬に検討。 

（３）その他報告事項 
 １）NP アラートについて 

壱岐対馬に警報が出てアラートを発信した。災害は発生していない。災害リハ委員会で協会の BPC を
作成中。 

 ２）50 周年記念式典について 
会場について、3 月 5 日の予約を完了した。記念講演で JPTA の斎藤会長は参加が難しいとのこと。小
川先生は前向きに検討中とのこと。今年末にやるかやらないか決定次第他の方にも調整する。 

 ３）理事会に係る手順について 
理事会の案内は 2週間前を目安に送付していたが、議事録は月末、案内は月のはじめとして統一。資料
は開催週の月曜日が締め切りとなる。 

 ４）臨床実習指導者講習会について 
今後 Web で開催する形を考えているが、より費用がかかる、環境設定のグレードを上げる必要があ
る、練習が必要など、ハードルが高くなる。詳細は今後提出する。 

- 


